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は

じ

め

に

｢

弁
護
士

(
av

o
cat)

お
よ
び
法
律
助
言
士

(
co

n
se

il
ju

rid
iq

u
e)

と
い
う
職
業
に
、
そ
の
構
成
員
が
弁
護
士
資
格
を
持
つ
新
た
な

職
業
が
と
っ
て
代
わ
る
。｣

一
九
九
〇
年
一
二
月
三
一
日
の
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
新
た
な
規
定
は
、
こ
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

弁
護
士
と
い
う
職
業
は
、
常
に
社
会
の
発
展
に
順
応
し
て
き
た
。
弁
護
士
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
一
年

(

一
九
七
一
年

一
二
月
三
一
日)

に
大
改
正
が
あ
っ
た
後
、
一
九
九
〇
年
法
に
よ
っ
て
法
律
助
言
士
が
吸
収
さ
れ
、
最
近
も
、
新
た
に
、
二
〇
〇
四
年

二
月
一
一
日
の
法
律
に
よ
っ
て
改
革
の
対
象
と
な
っ
た
。

(

１)

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
と
り
わ
け
、
国
境
の
開
放
お
よ
び
競
争
の
激
化
に
よ
っ
て
法
の
伝
統
的
な
専
門
家
が
失
う
お
そ
れ
の
あ
っ
た

｢

法
の
市
場(�

����
�

d
u

d
ro

it)｣

の
存
在
が
意
識
さ
れ
た
こ
と
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
な
さ
れ
て
き
た
。
立
法
者
は
、
弁
護
士
、
企
業

内
法
律
家

(
ju

riste
d
’e

n
tre

p
rise)

、
公
証
人

(
n

o
taire)

、
鑑
定
人

(
e

x
p

e
rt)

、
工
業
所
有
権
助
言
士

(
co

n
se

ils
e

n
�
���

�	�

�

in
-

ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
リ
ウ
ー

松

田

岳

士
／
訳

フ
ラ
ン
ス
の
新
た
な
弁
護
士
養
成
制
度
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d
u

strie
lle)

、
代
訴
人

(����
�)

等
の
伝
統
的
区
別
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
法
に
関
わ
る
様
々
な
職
業
の
間
の
関
係
を
合
理
化
し
、
こ

れ
ら
の
職
業
に
関
す
る
規
制
を
調
整
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
二
〇
〇
四
年
二
月
一
一
日
の
法
律
は
、
工
業
所
有
権
助
言
士
と
弁
護
士
の

協
業
を
促
進
す
る
た
め
に
、
両
者
の
職
業
倫
理
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
、
職
務
の
兼
任
禁
止
お
よ
び
業
務
上
の
秘
密
に
関
す
る
規
律
を

調
整
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
在
、
企
業
内
法
律
家
と
弁
護
士
の
資
格
に
つ
い
て
、
前
者
に
つ
い
て
そ
の
雇
用
者
か
ら
の
一
定
の

独
立
性
を
保
障
す
る
と
同
時
に
、
両
者
の
橋
渡
し
の
方
法
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
調
整
す
る
計
画
の
準
備
が
進
行
中
で
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
の
改
正
は
、
一
定
の
欧
州
共
同
体
指
令
を
国
内
法
化
す
る
義
務
お

(

２)

よ
び
最
近
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
の
弁
護
士
の
移
動
を
顧

慮
す
る
必
要
性
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
律
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
弁
護
士
に
、
フ
ラ
ン
ス
弁
護
士
会
に
登
録
し
、

フ
ラ
ン
ス
領
土
に
お
い
て
そ
の
業
務
を
行
う
可
能
性
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。

(

３)

こ
う
し
た
展
開
は
、
弁
護
士
養
成
に
そ
の
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
二
月
一
一
日
の
法
律
に
よ
っ
て
、
弁
護
士
養
成
制

度
が
大
幅
に
改
革
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
弁
護
士
養
成
と
司
法
官
養
成
は
区
別
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
一
元
化
す
る
提
案
は
、
常
に
退
け
ら
れ
て

き
た
。
弁
護
士
の
職
業
教
育
は
、
弁
護
士
会
全
国
評
議
会

(
C

N
B

;
C

o
n

se
il

N
atio

n
al

d
e

s
b

arre
au

x)

の
監
督
の
も
と
で
、
弁
護
士

研
修
所

(
C

R
F

P
A

;
C

e
n

tre
s
�
����	

��



d
e

F
o

rm
atio

n
P

ro
fe

ssio
n

n
e

lle
d

e
s

A
v

o
cats)

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
研
修

所
は
、
財
政
的
に
は
、
主
と
し
て
、
弁
護
士
会
お
よ
び
国
の
補
助
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

(

４)

弁
護
士
研
修
所
の
入
学
試
験
は
、
大
学
の
責
任
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
学
が
、
試
験
を
行
い
、
そ
の
採
点
を
行
う
の

で
あ
る
。
こ
の
か
な
り
難
し
い
試
験
の
受
験
資
格
を
得
る
た
め
に
は
、
法
学
士
を
取
得
す
れ
ば
足
り
る
が

(

大
学
に
お
け
る
四
年
の
修

学
後
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る)

、
多
く
の
受
験
者
は
、
高
度
研
究
免
状

(
D

E
A

;
�
��
��

�
�
��
��
�
�
�

ap
p

ro
fo

n
d

ie
s)

ま
た
は
高

等
専
門
研
究
免
状

(
D

E
S

S
;
���

��
�
�
����

��
�
��
�
�����

���
��
���������)

今
後
、
こ
れ
ら
は
マ
ス
タ
ー
Ⅱ
と
改
称
さ
れ
る
こ

翻 訳



(阪大法学) 56 (1 189) 189 [2006.5]

と
に
な
る

を
取
得
し
、
大
学
に
付
属
の
法
学
院

(
IE

J:
In

stitu
t

d
’E

tu
d

e
s

Ju
d

iciaire
s)

で
一
年
の
特
別
準
備
コ
ー
ス
を
受
講
し

て
い
る
。

(

５)

従
来
の
弁
護
士
養
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
、
そ
の
初
期
教
育
が
理
論
的
に
過
ぎ
る
こ
と
が
あ
る
、
実
習
授
業
が
少
な
い
、
教

育
内
容
が
弱
い
、
研
修
所
に
よ
っ
て
教
育
内
容
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
、
と
い
っ
た
正
当
な
批
判
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
改

革
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
実
務
の
発
展
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
開
か
れ
た
こ
と
、
他
の
法
律
専
門
家
や
外
国
の
弁
護
士
と
の
競
争
の
激
化

に
よ
っ
て
、
弁
護
士
は
、
司
法
省
と
の
協
議
の
も
と
に
、
よ
り
効
率
的
で
現
実
の
要
請
に
見
合
っ
た
制
度
を
模
索
す
る
こ
と
を
、
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
弁
護
士
養
成
制
度
の
改
革
は

(

６)

一
定
の
目
的
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
、
第
一
部
に
お
い

て
述
べ
る
。
続
い
て
、
第
二
部
で
は
、
弁
護
士
教
育
の
新
た
な
制
度
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
部

弁
護
士
養
成
制
度
改
革
の
目
的

二
〇
〇
四
年
一
月
六
日
に
国
民
議
会
に
法
案
が
提
出
さ
れ
た
際
、
司
法
大
臣
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、｢

本
法
案

の
目
的
は
、
法
律
な
い
し
司
法
に
関
わ
る
職
業
の
位
置
づ
け
を
、
こ
こ
一
〇
年
来
の
情
況
の
変
化
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
新

た
な
挑
戦
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
準
備
を
行
う
こ
と
、
の
二
つ
で
あ
る
。｣

こ
の
現
代
的
な
挑
戦
に
対
す
る
対
応
は
、
と
り
わ
け
教
育
制
度
の
再
構
成
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
立
法
者

立
法
者

は
、
法
案
提
出
前
に
関
係
者
の
意
見
を
広
く
聴
取
し
た

に
よ
れ
ば
、
弁
護
士
教
育
は
、
以
下
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
目
的
を
達
成

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

・
真
の
専
門
家
教
育
を
保
証
す
る
こ
と
、

フランスの新たな弁護士養成制度
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・
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
家
を
国
際
競
争
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、

・
教
育
を
法
の
現
実
的
需
要
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
、

・
高
水
準
の
教
育
を
保
証
す
る
こ
と
、

で
あ
る
。

�

真
の
専
門
家
教
育
の
保
証

従
来
の
制
度
に
お
い
て
は
、
学
生
は
、
弁
護
士
研
修
所
に
お
い
て
は
あ
ま
り
長
い
期
間
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
。
実
際
、
九
ヶ
月
〜

一
二
ヶ
月
の
授
業
の
あ
と
は
、
学
生
は
、
弁
護
士
資
格(

C
A

P
A

;
C

e
rtificat

d
’ap

titu
d
e
�

la
p

ro
fe

ssio
n

d
’av

o
cat)

試
験
を
受
け
、
そ

の
後
、
す
ぐ
に
弁
護
士
業
務
を
行
う
た
め
の
宣
誓
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
学
生
は
、
こ
の
時
点
で
弁
護
士
に
な
る
が
、
二
四
ヶ
月

に
わ
た
る
実
務
修
習

(
stag

e)

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
実
務
修
習
の
間
、
学
生
は
、
実
習
担
当
の
弁
護
士

(
�
�����

d
e

stag
e)
(

四
年
以
上
の
経
験
を
持
つ
弁
護
士)

の
事
務
所
で
働
き
な
が
ら
、
弁
護
士
研
修
所
で
講
義
を
聞
く
義
務
を
負
っ
て
い
た
。

弁
護
士
研
修
所
に
お
い
て
提
供
さ
れ
て
き
た
教
育
は
し
ば
し
ば
理
論
的
な
も
の
で
あ
り
、
実
務
的
と
い
う
よ
り
は
学
問
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。
実
務
修
習
に
入
る
と
、
学
生
＝
弁
護
士
は
、
自
分
の
職
業
人
生
が
始
ま
っ
た
と
い
う
感
覚
を
持
ち
、
義
務
づ
け
ら
れ
あ
る
い

は
強
制
さ
れ
な
け
れ
ば
、
講
義
に
通
う
た
め
に
研
修
所
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

(

７)

ま
た
、
実
習
担
当
の
弁
護
士
は
、
チ
ュ
ー

タ
ー
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
実
習
生
の
弱
い
身
分
を
利
用
す
る
上
司
の
よ
う
に
振
舞
っ
て
い
た
。

(

８)

改
革
の
目
的
は
、
弁
護
士
研
修
所
に
お
け
る
教
育
期
間
を
延
ば
し
、
そ
こ
で
提
供
さ
れ
る
真
の
職
業
教
育

(

手
続
行
為
入
門
、
職
業

倫
理
の
学
習
、
書
面
の
作
成
等)

を
強
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。
学
生
＝
弁
護
士
は
、
弁
護
士
研
修
所
を
出
て
す
ぐ
に
、
よ
き
法
の
専
門

家
と
な
り
、
即
戦
力
を
も
つ
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

翻 訳



(阪大法学) 56 (1 191) 191 [2006.5]

�

フ
ラ
ン
ス
の
法
律
家
の
国
際
的
な
競
争
へ
の
対
応

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
に
お
け
る
弁
護
士
の
移
動
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
等
の
弁
護
士
が
フ
ラ
ン
ス
で
開
業
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
国
際
的
な
弁
護
士
事
務
所
は
、
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
い
し
国
際
的
に
な
っ
て
い
く
企
業
を
顧
客

と
し
て
引
き
寄
せ
る
た
め
の
武
装
を
し
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
若
い
弁
護
士
に
は
、
語
学
や
欧
州
共
同
体
法
の
知
識
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
競
争
に
備
え
、
移
動
を

促
進
す
る
必
要
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
改
正
前
は
、
弁
護
士
研
修
所
の
中
に
は
欧
州
共
同
体
法
の
コ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
状
況
は
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

�

弁
護
士
養
成
の
法
の
現
実
的
需
要
へ
の
適
合
化

フ
ラ
ン
ス
の
企
業
は
、
法
務
部
門
を
拡
大
す
る
傾
向
が
あ
る
。
法
の
市
場
が
、
こ
の
よ
う
な
方
向
で
発
展
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
紛

争

(
co

n
te

n
tie

u
x)

が
、
徐
々
に
、
助
言

(
co

n
se

il)

に
そ
の
地
位
を
譲
り
つ
つ
あ
る
。(

会
社
法
、
経
理
法
、
労
働
法
等
に
関
す
る)

法
的
助
言
の
要
請
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
来
、
弁
護
士
研
修
所
に
お
い
て
提
供
さ
れ
て
き
た
の
は
、
主
と
し
て
、
裁
判
に
関
す
る
教
育
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
弁
護
士
の
伝

統
的
な
役
割
、
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
に
お
け
る
活
動
に
重
点
を
お
き
す
ぎ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
弁
護
士
は
、
他
の
法
律
の
専
門
家

(

会
計
士

(
co

m
p

tab
le

s)

、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

(
co

n
se

ils
e

n
g
e

stio
n)

等)

に
お
さ
れ
て
、
と
り
わ
け
中
小
企
業
に
お
け
る
法

的
助
言
の
市
場
を
失
う
危
険
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

改
革
は
、
若
い
弁
護
士
に
、
法
的
助
言
活
動
に
よ
り
よ
く
備
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
も
の
と
な
る
。

�

高
水
準
の
教
育
の
保
証

フ
ラ
ン
ス
に
は
、
多
く
の
弁
護
士
研
修
所
が
あ
っ
た

(

各
控
訴
院
ご
と)

。
実
際
、
様
々
な
大
き
さ
の

ポ
ー

(
P

au)

研
修
所

フランスの新たな弁護士養成制度
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の
学
生
が
二
〇
人
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
パ
リ
研
修
所
に
は
約
千
人
の
学
生
が
登
録
し
て
い
た

二
二
も
の
研
修
所
が
設
置
を
許

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
パ
リ
の
研
修
所
が
近
隣
に
複
数
の
有
力
大
学
が
あ
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
高
水
準
の
教
育
を
保
証
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
に
対
し
て
、
研
修
所
に
よ
っ
て
は
、
高
水
準
の
教
育
を
確
保
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
不
均
衡
は
、
教
育
水
準
に
も
現
れ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
法
の
市
場
の
需
要
は
、
ま
す
ま
す
、
非
常
に
専
門
化
さ
れ
た
問
題
や
、
新
た
な
分
野

(

例
え
ば
、
環
境
法
、
新
技
術
に
関
す

る
法
、
医
事
法
等)
に
関
わ
る
も
の
に
移
っ
て
き
て
お
り
、
関
連
知
識
の
習
得
に
は
高
水
準
の
能
力
が
要
求
さ
れ
る
。

改
革
の
目
的
は
、
教
育
の
質
を
確
保
し
、
す
で
に
稼
動
し
て
い
る
弁
護
士
の
知
識
を
維
持
す
る
た
め
に
も
さ
ら
な
る
教
育
サ
ー
ビ
ス

を
保
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。

以
下
、
第
二
部
で
は
、
二
〇
〇
二
年
の
改
革
が
、
右
の
よ
う
な
諸
目
的
を
実
行
す
る
た
め
に
、
い
か
な
る
方
法
を
採
用
し
た
の
か
に

つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

第
二
部

目
的
達
成
の
た
め
に
採
用
さ
れ
た
措
置

学
生
＝
弁
護
士
の
初
期
教
育
改
革
は
、
次
の
三
つ
の
軸
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。

・
弁
護
士
研
修
所
の
再
編

・
弁
護
士
研
修
所
入
学
試
験
の
改
革

・
職
業
教
育
の
改
革

�

弁
護
士
研
修
所
の
再
編

弁
護
士
研
修
所
が
散
在
し
、
か
つ
そ
の
数
が
多
す
ぎ
た
こ
と
は
、
研
修
所
教
育
の
効
率
性
を
害
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

翻 訳
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い
く
つ
か
の
研
修
所
を
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
当
初
、
各
研
修
所
の
意
思
に
任
さ
れ
て
い
た
。
高
水
準
の
教
育
を
保

証
す
る
た
め
に
は
、
大
き
な
大
学
や
大
規
模
な
弁
護
士
会
の
近
く
に
あ
る
研
修
所
の
み
を
残
す
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
研
修
所
の
専

門
化
と
い
う
発
想
も
あ
っ
た

(

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
に
お
け
る
新
技
術
と
法
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
お
け
る
欧
州
共
同
体
法
等)

。

当
初
、
立
法
者
は
、
大
幅
な
再
編
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
パ
リ
以
外
に
は
、
四
つ
の
研
修
所
し
か
残
さ
な
い
方
針

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
た
と
え
ば
、
南
西
フ
ラ
ン
ス
の
す
べ
て
の
研
修
所

(

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ

(
T

o
u

lo
u

se)

、
ポ
ー

(
P

au)

、

ア
ジ
ャ
ン

(
A

g
e

n)
、
ボ
ル
ド
ー

(
B

o
rd

e
au

x)

、
リ
モ
ー
ジ
ュ

(
L

im
o

g
e

s)

、
モ
ン
ペ
リ
エ

(
M

o
n

tp
e

llie
r))

を
一
つ
に
ま
と
め
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
地
元
の
研
修
所
を
残
そ
う
と
い
う
街
同
士
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
に
よ
っ
て
、
こ
の
計
画
の
実
現
は
妨
げ
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
、
再
編
は
よ
り
穏
健
な
や
り
方
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
一
〇
程
度
の
研
修
所
し
か
残
ら
な
い

こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
南
西
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
は
、
ポ
ー
と
ア
ジ
ャ
ン
と
合
併
し
、
他
方
、
ボ
ル
ド
ー
と
リ
モ
ー

ジ
ュ
の
合
併
に
よ
り
も
う
一
つ
の
研
修
所
が
出
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
再
編
に
よ
っ
て
、
研
修
所
の
効
率
性
が
向
上
し
、
財
政
的
な
基
盤
も
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

�

弁
護
士
研
修
所
入
学
試
験
の
改
革

改
革
後
も
、
以
前
と
同
様
、
法
学
院
に
登
録
し
た
法
学
士
号
取
得
者
に
、
試
験
を
受
け
る
資
格
が
与
え
ら
れ
る
。

(

９)

従
来
の
制
度
は
、
Ｄ
Ｅ
Ａ
ま
た
は
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
を
取
得
し
た
受
験
生
に
多
く
の
特
例
を
認
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
受
験
生
は
、

試
験
の
一
部
を
免
除
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
Ｄ
Ｅ
Ａ
ま
た
は
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
取
得
の
た
め
に
五
年
間
大
学
に
通
っ
て
か
ら
弁
護
士
研
修
所
の

入
学
試
験
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
後
は
、
試
験
の
一
部
免
除
の
制
度
は
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
学
士
号
の
み
を
取
得
し
た
受

験
生
が
増
加
す
る
は
ず
で
あ
る
。

か
つ
て
の
試
験
科
目
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
法
の
専
門
家
に
と
っ
て
は
か
な
り
不
利
な
も
の
で
あ
っ
た
。
改
革
に
よ
っ
て
、
法
的
助
言
活
動

フランスの新たな弁護士養成制度
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に
関
心
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
、
こ
の
点
も
変
わ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
こ
の
問
題
に

関
す
る
抜
本
的
な
改
革
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

(

�)

試
験
科
目
は
、
債
務
法

(
d

ro
it

d
e

s
o

b
lig

atio
n

s)

、
手
続
法

(�
������

��)

、
会
計

(��	
�

���
�)

、
一
外
国
語

(
u

n
e

lan
g

u
e

�

���

�
���)

が
必
修
で
、
選
択
科
目
と
し
て
は
、
債
権
法

(
d

ro
it

d
e

s
p

e
rso

n
n

e
s)

、
財
産
法

(
d

ro
it

p
atrim

o
n

ial)

、
商
法

(
d

ro
it

co
m

m
e

rcial)
、
国
際
私
法

(
d

ro
it

in
te

rn
atio

n
al

�
��

�)

、
税
法

(
d

ro
it

fiscal)

等
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

�

職
業
教
育
の
改
革

弁
護
士
研
修
所
の
入
学
試
験
に
合
格
し
た
ら
、
学
生
＝
弁
護
士
は
、
真
の
職
業
上
の
技
能
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。

改
革
前
は
、
こ
の
教
育
は
二
つ
の
段
階
に
分
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
二
ヶ
月
の
弁
護
士
研
修
所
に
お
け
る
教
育
期
間
と
二
四

ヶ
月
に
わ
た
る
実
務
修
習
期
間
で
あ
る
。

今
後
は
、
実
務
修
習
期
間
は
廃
止
さ
れ
、
学
生
＝
弁
護
士
が
弁
護
士
研
修
所
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
期
間
が
一
八
ヶ
月
に
延
長
さ

れ
る
。
こ
の
新
た
な
制
度
に
よ
っ
て
、
学
生
＝
弁
護
士
に
は
、
教
育
と
実
習
が
順
々
に
展
開
さ
れ
る
三
段
階
の
過
程
を
経
る
こ
と
に
な

る
。

(

�)�

弁
護
士
研
修
所
に
お
け
る
六
ヶ
月
の
職
業
教
育

こ
の
期
間
に
お
い
て
、
学
生
は
、
紛
争
お
よ
び
助
言
の
実
務
に
関
す
る
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
弁
護

士
会
全
国
評
議
会

(
C

N
B

;
C

o
n

se
il

N
atio

n
al

d
e

s
B

arre
au

x)

の
方
針
に
し
た
が
っ
て
、
弁
護
士
研
修
所
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
。

こ
の

｢

共
通
基
礎
教
育

(
fo

rm
atio

n
co

m
m

u
n

e
d
e

b
ase)｣

に
は
、
と
く
に
次
の
内
容
が
含
ま
れ
る
。

・
弁
護
士
の
職
業
的
地
位
と
倫
理

翻 訳
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・
法
律
文
書
の
作
成

・
弁
論
お
よ
び
討
論

・
手
続

・
外
国
語

(
一
ヶ
国
語)

・
弁
護
士
事
務
所
経
営

�

｢

個
別
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
p

ro
je

t
�
����

����	



in
d

iv
id

u
e

l)｣

期
間

続
く
六
〜
八
ヶ
月
間
は
、
学
生
＝
弁
護
士
は
、｢

個
別
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
教
育
プ
ラ
ン
は
、
学
生

自
身
が
作
成
し
、
弁
護
士
研
修
所
が
承
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
学
生
に
、
将
来
の
職
業
計
画
、
た
と
え
ば
、
自
分
の
専
門
や
国
際
的
な

業
務
等
の
準
備
を
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
と
な
る
。
こ
の
間
、
学
生
は
、
大
学
の
マ
ス
タ
ー
Ⅱ
に
入
っ
て
勉
強
し
た
り
、
外
国

の
弁
護
士
事
務
所
や
企
業
で
実
習
を
行
っ
た
り
、
外
国
語
を
学
ん
だ
り
、
技
術
を
学
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

学
生
＝
弁
護
士
の
職
業
教
育
を
完
了
す
る
た
め
の
弁
護
士
事
務
所
に
お
け
る
六
ヶ
月
の
研
修

こ
の
研
修
は
、
研
修
担
当
弁
護
士
の
も
と
で
、
顧
客
に
対
応
し
た
り
、
法
廷
に
立
ち
会
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、(

裁
判
所
の

許
可
を
得
て)

法
廷
で
口
頭
の
意
見
を
述
べ
た
り
、
助
言
活
動
や
法
律
文
書
の
作
成
を
行
う
も
の
に
な
る
。

学
生
＝
弁
護
士
は
、
連
続
し
て
行
わ
れ
る
こ
れ
ら
三
つ
の
教
育
期
間
を
終
え
た
後
に
、
弁
護
士
資
格
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
に
合
格
し
た
ら
、
学
生
は
、
す
ぐ
に
宣
誓
を
行
い
、
弁
護
士
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
職
業
活
動
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
る
。

(

�)

こ
う
し
て
、
若
い
弁
護
士
は
自
分
の
羽
で
飛
び
立
つ
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

(

１)

法
律
・
法
廷
関
連
職

(
p

ro
fe

ssio
n

s
ju

d
iciaire

s
o

u
ju

rid
iq

u
e

s)

、
法
律
専
門
家

(
e

x
p

e
rts

ju
d

iciaire
s)

、
工
業
所
有
権
助
言
士
、
競

売
関
係
職

(
e

x
p

e
rts

e
n

v
e

n
te

s
au

x


�
�
��
�

p
u

b
liq

u
e

s)

の
地
位
の
改
革
に
関
す
る
二
〇
〇
四
年
二
月
一
一
日
の
法
律
第
一
三
〇
号
。

フランスの新たな弁護士養成制度
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(

２)

弁
護
士
業
務
促
進
に
関
す
る
一
九
九
八
年
二
月
一
六
日
の
指
令
九
八
／
五
号
。

(

３)

欧
州
共
同
体
の
弁
護
士
会
評
議
会
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
内
で
業
務
を
行
う
登
録
弁
護
士
の
数
は
、
七
〇
万
五
千
人
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
、

連
合
王
国
が
一
五
万
六
千
五
百
人
、
イ
タ
リ
ア
が
一
四
万
人
、
ス
ペ
イ
ン
が
一
三
万
八
千
五
百
人
、
ド
イ
ツ
が
一
一
万
六
千
五
百
人
、
フ
ラ

ン
ス
が
三
万
九
五
百
人
、
ベ
ル
ギ
ー
が
一
万
五
千
五
百
人
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
四
千
三
百
二
十
人
で
あ
る
。
七
九
八
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
弁
護
士

が
Ｅ
Ｕ
内
の
外
国
の
弁
護
士
事
務
所
に
所
属
し
て
お
り
、
一
〇
九
〇
人
の
外
国
人
弁
護
士

(

そ
の
う
ち
、
四
八
八
人
が
Ｅ
Ｕ
構
成
国
の
弁
護

士
で
あ
る)
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
弁
護
士
事
務
所
に
所
属
し
て
い
る

(

二
〇
〇
二
年)

。

(

４)

弁
護
士
会
評
議
会
に
よ
る
と
、
教
育
に
か
か
る
費
用
は
、
国
家
レ
ベ
ル
で
は
、
年
間
約
一
千
万
ユ
ー
ロ
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
国
か
ら
の
補
助
は
一
九
〇
万
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、(

一
九
九
一
年
一
一
月
二
七
日
の
デ
ク
レ
二
三
五
条
の
一
に
基
づ
き
、
弁
護

士
決
済
独
立
金
庫
か
ら
部
分
的
に
補
助
が
出
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず)

弁
護
士
一
人
に
つ
き
、
月
に
一
五
〜
四
五
ユ
ー
ロ
の
負
担
を
意
味

す
る
こ
と
に
な
る
。

(

５)

学
生
＝
弁
護
士
の
数
は
、
一
九
八
九
年
に
は
九
九
七
人
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
は
二
五
三
六
人
に
増
加
し
て
い
る

(

そ
の
う
ち
、

一
〇
〇
〇
人
以
上
が
パ
リ
弁
護
士
研
修
所
に
所
属
し
て
い
る)

。

(

６)

弁
護
士
の
職
業
教
育
に
関
す
る
二
〇
〇
四
年
一
二
月
二
一
日
の
デ
ク
レ
第
一
三
八
六
号
。

(

７)

二
〇
〇
四
年
二
月
一
二
日
の
法
律
。
同
法
律
の
目
的
は
、｢

と
り
わ
け
、
実
習
生
の
折
衷
的
地
位
を
廃
止
し
、
教
育
の
最
終
段
階
に
お

い
て
は
実
習
生
に

『

完
全
な

(
d
e

p
le

in
e

x
e

rcice)』

弁
護
士
と
し
て
の
資
格
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
…
…
教
育
を
改
革
お
よ
び
合
理
化

す
る
こ
と
に
あ
る｣

。

(

８)

議
会
討
論
に
お
い
て
、
司
法
大
臣
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
弁
護
士
達
は
、｢

実
習
生
の
地
位
の
あ
い
ま
い

さ
、
実
務
修
習
の
教
育
的
内
容
の
貧
弱
さ
、
実
務
修
習
の
貧
弱
さ
、
協
働
関
係
に
関
す
る
交
渉
に
お
け
る
実
習
生
の
立
場
の
弱
さ
等
、
現
在

の
制
度
の
も
と
で
の
実
務
修
習
の
貧
弱
さ
を
厳
し
く
批
判
し
て
き
た
。
私
は
、
こ
れ
に
、
現
行
法
が
、
そ
の
折
衷
的
な
性
格
に
よ
り
、
実
習

生
に
、
真
の
実
務
教
育
の
提
供
を
ほ
と
ん
ど
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
付
け
加
え
た
い
。
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
実
習
生
は
、

多
く
の
場
合
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い

『

担
当
弁
護
士』

の
多
か
れ
少
な
か
れ
注
意
深
い
助
言
に
よ
っ
て
、『

水
の
中
に
放
り
投
げ
ら
れ
る』

に
す
ぎ
な
い
。｣

(

９)

一
九
七
一
年
一
二
月
三
一
日
の
法
律
一
一
条
一
項
・
二
項
、
一
九
九
八
年
一
一
月
二
五
日
の
ア
レ
テ
一
条
。

翻 訳
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(

�)

二
〇
〇
三
年
九
月
一
一
日
の
ア
レ
テ
。

(

�)

弁
護
士
の
職
業
教
育
に
関
す
る
二
〇
〇
四
年
一
二
月
二
一
日
の
デ
ク
レ
第
一
三
八
六
号
。

(
�)

弁
護
士
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
二
年
間
は
、
少
な
く
と
も
年
一
〇
時
間
の
法
曹
倫
理
の
授
業
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フランスの新たな弁護士養成制度


